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「 学 習 の カ リ キ ュ ラ ム 」 論 が 提 起 す る 国 語 科 「 教 育 の カ リ キ ュ ラ ム 」 開 発 の 課 題
－ カ リ キ ュ ラ ム 研 究 の 思 潮 を 踏 ま え て ー
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要　　 旨
本研究では，まず現代日本のカリキュラム全般を めぐる研究 の思潮を概観し，次いで国語教育におけるカリ キュラ ム研
究の全体状況を 確認し た。 そしてそれらを 踏まえ，い わゆる 「教育のカリキュラム」と「学習のカリキュラム」との国語
科における関係を 検討 し，国語科の置かれてい る現状に対し今後求められるカリキュラム開発の方向性を 検討し た。
国語科の「教育 のカリキュラム」は，従来以上 に各 学習者 の「学習のカリキュラム」にも関心を払って編成さ れる べき
である。 また国語科では，学習者の実態を 踏まえて国語科 の系統性を確立させる必要がある。そしてその系統性は， 社会
的構成主義学習観のもとで個々の学習者の「学習のカ リキ ュラ ム」に十分留意を払いながら，「垂直的アプロ ーチ」（論 理
的認識や論理的思考力 の系 統的深化） と「水平的アプローチ」（対話 による水平的相互作用の系統的拡大）を 統合する形
で確立さ せることを めざ すべきである。
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人 間 は そ の 発 達 の 段 階 ご と に ， 発 達 さ せ る べ き 能 力
を 身 に つ け よ う と の 強 い 興 味 ・ 関 心 が個 人 の 内 部 か
ら ， 生 物 と し て の 個 体 の 「 必 要 ・ 要 求 ｎｅｅｄs」 とし
て 生 ま れ る。（略 ） 生 後 か ら ３歳 ぐ ら い ま で は 「運 動
技 能」や「感 覚 」の 習 得 に 興 味 の主 たる 対 象 が あ る が ，
５歳 頃 か ら は 「言 語 や 数 な ど の 知 的 技 能」 に 強 い 興
味 を も つ と と も に ， 外 界 へ の 素 朴 な 直 感 的 認 識 とし
て の セ ン ス, と くに「人 間（道 徳 ）感 覚 」「自 然 感 覚」「社
会 感 覚 」 とい っ た 「基 礎 感 覚 」 の 定 着 に主 た る 関 心
が 移 る。 そ し てさ ら に ９ 歳 頃 か ら は ，「理 屈」 や 「論
理 」 に 強 い 関 心 を も つ よ う に な り， そ れ ま で 適 当 な
説 明 で も 済 ん で い た の が ， 厳 密 な 説 明 を 求 め て 大 人
と 論 争 す る よ う に な り， ま た そ れを 楽 し む よ う に 興
味 の 中 心 が 移 行 す る ， とい う も の であ る。
さ ら に11 歳 前 後 か ら は ， 心 理 学 的 に は 「思 春 期 」
に 入 り， 興 味 の 中 心 は 「自 分 」 とい う も の の 内部 ・
内 面 に 向 け ら れ る。 そ し て14 ，15 歳 ま で は 「自分 を
探 る 」 こ と ， 自 分 か ど ん な 仕 事 に 向い てい る か を 探
る こ とに 精 力 を 割 く。 し か し ，16 歳 頃 か らは 「 自分
を 伸 ば す 」， 自 分 の 個 性 を 伸 ば す こ と に 重 点 が 移 行
す る と と も に ，人 生 観, 社 会観, 歴史 観 とい っ た 「価
値 観 」 な い し 「価 値 体 系 」 の 形 成 ・ 確 立 に 中 心 的 な
関 心 を もつ よ う に な り， ほ ぼ 大 人 の 世 界 に 入 っ て 来





































































































































































































































































































































































































第22 巻第4 号 日本発達心理学会，369 －380.














青 山 之 典 （2015 ）『論 理的 認 識力 を 高 め る た め の 説明 的
文 章 の 読 み に 関 す る 小 学 校 国 語 科 ス パ イ ラ ル カ リキ ュ
ラ ム の 開 発Jh 聯 ）s://ir.nb.hirｏshima-ｕ.acjp/ｍｅs/Pｕb
nc/3/38648/20151222094250394370/k66201.
pdf （2018 年 ９月11 日確 認 ）
安 彦 忠 彦 （1999 ）「第 七 章 カ リ キ ュラ ム の 評 価 的 研 究 」
安 彦 忠 彦 編 『新 版 カ リ キ ュ ラ ム 研 究 入 門 』 勁 草 書 房 ，
18卜207.














































文部科学省（2008 ）「第2章第1 節 教育課程の意義」『小
学校学習指導要領解説 総則編JPDF 版，10-11.




山元隆春（2016 ）「第1 章第1 節 読み・書きの将来と国
語科教育の課題」全国大学国語教育学会編著（2016 ），
5-8.
若木常佳（2011 ）『話す・聞く能力育成に関する国語科
学習指導の研究』風間書房
44
